
◼ リユース品を利用する際は、以下のポイントを確認して使用しましょう。
知らずに使用していると、火災などの事故に至るおそれがあります。

リユース品使用時の注意ポイント

製品安全センター

□ 製品に修理や改造の履歴はありませんか？

修理・改造の有無： .
電源コード改造の例

□ リコール対象製品ではありませんか？

事業者名： 型式： リコール情報の有無： .

□ 非純正品が使われていませんか？

非純正品の使用の有無： .

非純正品の注意喚起情報： .
パソコンバッテリーの表示例

◆もし、手元にある製品がリコール対象製品だと判明した際には、直ちに使用を止めてください。
メーカーや販売者等に連絡し、改修等に応じ、安全に使える状態で使用・リユースしましょう。

◆もし、手元にある製品の製造年が不明な場合はメーカーに問い合わせしましょう。また、製造から長
期間経過している製品は注意しましょう。少しでも異常を感じたら使用を中止してください。

◆もし、手元にある製品がメーカー等の信頼できる者以外による「修理や改造の履歴」があると判明した
際には、使用を中止してください。また、譲渡や売却は控えてください。

◆もし、手元にある製品が「非純正品」だと判明した際には、取付けられている本体メーカーのホーム
ページを確認するなどして非純正バッテリーの取り付けが禁止されていないか確認してください。

□ 長期間使用された古い製品ではありませんか？

製造年： 年 年間使用
表示の例

メーカー等による修理か： .

★リコール品の確認はNITE公式アプリ「AR-Shot」で！
自分が持っている製品が 「リコール品なのかな？」 と思ったら
NITEの公式アプリ「AR-Shot」でチェックしよう！

アプリの公式サイトは
こちらから →

□ 取扱説明書はありますか？

◆もし、誤った組み立てがされている場合は、取扱説明書どおり正しく組み立て直し、適切に使用できる
か確認しましょう。また、消耗品が過剰に消耗している場合は、交換しましょう。

取扱説明書の有無： .

正しく組み立てられているか： . 消耗品の交換要否： .

ガス器具を設置しようとしている： . 設置に電気工事を伴う： .
◆もし、一方でも当てはまる場合は、専門の工事業者などの有資格者に設置作業を依頼しましょう。


